　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
応急補修要領
 １．目的

　　　本要領書は、運転プラントにおいて、迅速且つ的確に対処する応急補修工事を選択して実施することを目的とする。

　　

２．適用範囲

　　　応急補修とは運転を継続したままの状態で補修を実施することを指し、次回の定期修理等に補修するまでの一時的な工事を対象とする。

　　従って、恒久的使用を目的とした補修は、本要領書の対象外とする。

（オフサイト／ﾕｰﾃｨﾘﾃｨｰ等では、使用期間を十分考慮し本補修の計画を立てておくものとする。）
　　

３．補修方法選択基準

　　　応急補修方法の選択は、表-3-1『応急補修方法一覧』図-3-1『応急補修方法選択ﾌ

　　ﾛｰ』を参考とすること。

　　応急補修方法の選択に関しては、以下の要素を総合的に判断し決定するものとする。

　　　●原因又は検査結果

　　　●ｻｰﾋﾞｽ／運転条件

　　　●状況／ﾛｹｰｼｮﾝ／進行性

　　　●応急補修の使用期間（本補修迄の期間）

　　　●部分停止／ﾊﾞｲﾊﾟｽ可否とｲﾝﾊﾟｸﾄ

　　　●補修の信頼性と再漏洩のｲﾝﾊﾟｸﾄ／危険性

　　　●コスト

　　基本的には可燃性物質については火なし施工方法とし、ﾕｰﾃｨﾘﾃｨｰ等の非可燃性物質については周囲の状況／対象の検査結果により火気工事も選択できるものとする。

　　条件により選択すべき方法がない場合、若しくは特殊な方法を選択する場合は、必

　　要に応じて保全部門／運転部門／技術部門にて協議し決定するものとする。
　　

４．補修方法詳細と注意点

　　各々の補修方法詳細と施工上の注意点について次に示す。

表-3-1　応急補修方法一覧表

	NO.
	補修形態
	TYPE
	内容
	商品名／材料
	対象部位
	対象流体
	火気使用
	圧力
	温度
	耐久性
	信頼性
	作業難易度
	コスト
	肉厚検査

	
	
	
	
	
	配管(直管/ｴﾙﾎﾞ)

ﾌﾗﾝｼﾞ/ﾊﾞﾙﾌﾞﾎﾞﾝﾈｯﾄ/

ﾊﾞﾙﾌﾞｸﾞﾗﾝﾄﾞ

屋根/平板（低圧）
	ﾌﾟﾛｾｽ

水/冷却水/工業用水
スチーム
	有

無
	高圧10kg/cm2以上

中圧10kg/cm2以下

低圧5kg/cm2以下

無　（漏洩無）
	高温260℃以上

中温260℃以下

低温150℃以下
	1年以上◎

3ｹ月以上○

3ｹ月以下△
	高○

中○

低△
	難△

普通○

易◎
	高価△

普通○

安価◎
	(特に肉厚により方法が制限される方法)

	1

	ﾊﾞﾝﾄﾞ型
	ﾊﾞﾝﾄﾞ(製作)
	NBｺﾞﾑ/ｼﾘｺﾝｺﾞﾑを二ﾂ割ﾊﾞﾝﾄﾞにて

固定する方法。ﾊﾞﾝﾄﾞは作成
	ﾊﾟｲﾌﾟ半割につばを付けﾎﾞﾙﾄで止める。小口径はU-BOLT
	配管（直管）
	ﾌﾟﾛｾｽ

水/冷却水/工業用水

スチーム
	無
	中圧
	中温
	◎
	○
	○
	○
	要

	
	
	ｼﾞｭﾋﾟﾘｰﾊﾞﾝﾄﾞ

ﾎｰｽﾊﾞﾝﾄﾞ

ｸﾗﾝﾌﾟ
	ねじ締め付けの市販のﾎｰｽﾊﾞﾝﾄﾞで

ｺﾞﾑを固定する方法

ﾒｰｶｰ購入品を取付ける方法
	ｼﾞｭﾋﾟﾘｰﾊﾞﾝﾄﾞ/市販ﾎｰｽﾊﾞﾝﾄﾞ

ｽﾄﾗﾌﾟｸﾗﾝﾌﾟ/ﾌﾟﾘﾃﾞｺ/大成機工
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	2
	塗布硬化型
	
	何等からの方法で洩れを停止してから、周囲を補強する方法
	ﾃﾞﾌﾞｺﾝ/ﾍﾞﾛﾒﾀﾙ/ｽｰﾊﾟｰﾒﾀﾙ/ｽﾘｰﾎﾞﾝﾄﾞ

ﾏﾙﾁﾒﾀﾙ/ﾊﾝﾄﾞﾒ/さがみ樹脂/ｺﾊﾞﾙﾀｲﾄ

FRP
	配管(直管/ｴﾙﾎﾞ)

屋根/平板（低圧）
	ﾌﾟﾛｾｽ

水/冷却水/工業用水

スチーム
	無
	中圧

(一時漏洩｢停止or圧

抜き設置して施工）
	低中温

低温(FRP)
	○

◎(FRP)
	△

○(FRP)
	○

○(FRP)
	△

○(FRP)
	

	3
	ﾊﾟﾃ充填型
	
	洩れ部分にﾊﾟﾃを充填し洩れを

止めて補強材等で補強しておく

方法
	ﾏｼﾞｯｸﾎﾞﾝﾄﾞ/ﾏｼﾞｯｸﾊﾟﾃ/ﾏｼﾞｶｽﾁｰﾙ
	配管(直管/ｴﾙﾎﾞ)

屋根/平板（低圧）
	ﾌﾟﾛｾｽ

水/冷却水/工業用水

スチーム
	無
	中圧

(一時漏洩｢停止or圧

抜き設置して施工）
	低中温
	○
	△
	○
	◎
	

	4
	巻き硬化型
	
	洩れ部分にｸﾞﾗｽﾌｧｲﾊﾞｰ(樹脂塗布剤)

を巻き、洩れを止める方法
	ﾏﾎｰﾀｲ/ﾏｼﾞｶﾗｯﾌﾟ
	配管(直管/ｴﾙﾎﾞ)


	ﾌﾟﾛｾｽ

水/冷却水/工業用水

スチーム
	無
	低圧

(一時漏洩｢停止or圧

抜き設置して施工）
	中温
	○
	△
	◎
	◎
	

	5
	充填流動型
	
	洩れ部分を治具にて囲い、ｺﾝﾊﾞｳﾝﾄﾞ

を充填して洩れを止める方法

再充填可能である。
	充填材－ﾌｧｰﾏﾅｲﾄ/ｸﾚｼｰﾙ

ＢＯＸ－市販品/製作
	配管(直管/ｴﾙﾎﾞ)

ﾌﾗﾝｼﾞ/ﾊﾞﾙﾌﾞﾎﾞﾝﾈｯﾄ/

ﾊﾞﾙﾌﾞｸﾞﾗﾝﾄﾞ
	ﾌﾟﾛｾｽ

水/冷却水/工業用水

スチーム
	無
	高圧

(一時漏洩｢停止or圧

抜き設置して施工）
	高温
	◎
	○
	△
	△
	要

	6
	充填硬化型
	
	洩れ部分を治具にて囲い、ｺﾝﾊﾞｳﾝﾄﾞ

を充填して洩れを止める方法

硬化するため充填不可能である。
	充填材－ｺﾊﾞﾙﾄﾀｲﾄ/ﾍﾞﾙｿﾞﾅﾓﾚｷｭﾗｰ

ＢＯＸ－市販品/製作
	配管(直管/ｴﾙﾎﾞ)

ﾌﾗﾝｼﾞ/ﾊﾞﾙﾌﾞﾎﾞﾝﾈｯﾄ/

ﾊﾞﾙﾌﾞｸﾞﾗﾝﾄﾞ
	ﾌﾟﾛｾｽ

水冷却水/工業用水

スチーム
	無
	高圧

(一時漏洩｢停止or圧

抜き設置して施工）
	高温
	◎
	△
	△
	△
	要

	7
	BOX　IN
	溶接型
	洩れ部分の周りをBOXで覆う方法。BOXは溶接される
	圧力／部位に合せて製作
	配管(直管/ｴﾙﾎﾞ)

ﾌﾗﾝｼﾞ/ﾊﾞﾙﾌﾞﾎﾞﾝﾈｯﾄ/

ﾊﾞﾙﾌﾞｸﾞﾗﾝﾄﾞ
	水/冷却水/工業用水

スチーム
	有
	高圧

(一時漏洩｢停止or圧

抜き設置して施工）
	高温
	◎
	◎
	△
	△
	要

	
	
	非溶接型
	洩れ部分の周りをBOXで覆う方法.。BOXと対象物の間はｸﾞﾗﾝﾄﾞﾊﾟｯｷﾝでｼｰﾙされる。
	圧力／部位に合せて製作
	配管(直管/ｴﾙﾎﾞ)

ﾌﾗﾝｼﾞ/ﾊﾞﾙﾌﾞﾎﾞﾝﾈｯﾄ/

ﾊﾞﾙﾌﾞｸﾞﾗﾝﾄﾞ
	ﾌﾟﾛｾｽ

水/冷却水/工業用水

スチーム
	無
	低圧

(一時漏洩｢停止or圧

抜き設置して施工）
	高温
	◎
	△
	△
	△
	要

	8
	ﾊﾟｯﾁ当て
	
	漏洩部にﾌﾟﾚｰﾄを溶接する方法
	形状／部位に合せて製作
	配管(直管/ｴﾙﾎﾞ)
	水/冷却水/工業用水

スチーム
	有
	無

(一時停止or圧抜き)
	高温
	◎
	◎
	△
	○
	要

	9
	ｺｰｷﾝｸﾞ
	
	漏洩部の微細なｸﾗｯｸをﾀｶﾞﾈ等で叩いて止める方法
	ｺｰｷﾝｸﾞたがね等
	配管(溶接線等)
	ﾌﾟﾛｾｽ

水/冷却水/工業用水

スチーム
	無
	中圧
	高温
	△
	△
	△
	◎
	要

	10
	押込み治具
	
	漏洩部に治具+ﾎﾞﾙﾄ/万力等でｺﾞﾑ等を抑えて漏洩を止める
	形状／部位に合せて製作
	配管(直管/ｴﾙﾎﾞ)
	ﾌﾟﾛｾｽ

水/冷却水/工業用水

スチーム
	無
	中圧
	高温
	○
	○
	○
	○
	要

	11
	閉塞型
	
	洩れ部の上流側を治具により閉塞させる方法/小口径/止めてもよい

配管
	市販ﾆｯﾋﾟﾝｸﾞﾏｼﾝ／製作
	配管(直管)


	ﾌﾟﾛｾｽ

水/冷却水/工業用水

スチーム
	無
	低圧
	高温
	△
	△
	○
	○
	

	12
	栓型
	
	木栓等で開口部を塞倶ぐ方法
	木栓／ｺﾞﾑ栓
	配管(直管/ｴﾙﾎﾞ)
	水/冷却水/工業用水
	無
	低圧
	低温
	△
	△
	○
	◎
	

	13
	ｽﾁｰﾑﾘﾝｸﾞ
	
	漏洩に対しｽﾁｰﾑを吹き付け拡散

させる
	部位に合せて製作
	ﾌﾗﾝｼﾞ/ﾊﾞﾙﾌﾞﾎﾞﾝﾈｯﾄ/

ﾊﾞﾙﾌﾞｸﾞﾗﾝﾄﾞ
	ﾌﾟﾛｾｽ


	無
	高圧
	高温
	△
	○
	○
	◎
	

	14
	増し時め
	
	ﾎﾞﾙﾄ止め部をさらに締める事により漏洩を止める
	
	ﾌﾗﾝｼﾞ/ﾊﾞﾙﾌﾞﾎﾞﾝﾈｯﾄ/

ﾊﾞﾙﾌﾞｸﾞﾗﾝﾄﾞ
	ﾌﾟﾛｾｽ

水/冷却水/工業用水

スチーム
	無
	高圧
	高温
	◎
	◎
	◎
	◎
	

	15
	補助

ｸﾞﾗﾝﾄﾞ
	
	ﾊﾞﾙﾌﾞｸﾞﾗﾝﾄﾞに補助ｸﾞﾗﾝﾄﾞを取付ける
	個別設計が必要
	ﾊﾞﾙﾌﾞｸﾞﾗﾝﾄﾞ
	ﾌﾟﾛｾｽ

水/冷却水/工業用水
	有
	低圧
	高温
	◎
	○
	△
	△
	


図-3-1　　　　　　応急補修方法選択Flow


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　運転中漏洩発生　　　　　　　　　　　　　　　　　　検査結果による減肉　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　SHOP持出し

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　BLOCK　＆　BYPASS

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　状況確認　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　現場補修

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　SD/ESD

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　運転中補修実施　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　放置　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ﾓﾆﾀﾆﾝｸﾞ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　部位　　　　　　　　　　　


　　　　　　　　　増し締め　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　流体　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　圧力･温度　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　圧力･温度





*1　　　ここでの各評価は、一般的な条件のもので、漏洩状況/場所/施工状況によりこの限りでは有りません。


*2　　　腐蝕等による漏洩の場合は、原因調査の為の検査により実施されます。
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NO�
補修形状�
対象部位�
漏れ状態�
火気�
施工条件�
肉圧検査�
�
�
�
配管(直管/ｴﾙﾎﾞ)


ﾌﾗﾝｼﾞ/ﾊﾞﾙﾌﾞﾎﾞﾝﾈｯﾄ


ﾊﾞﾙﾌﾞｸﾞﾗﾝﾄﾞ


屋根/平板(低圧)�
�
有


無�
�
特に肉厚により方法が制限される方法�
�
1�
ﾊﾞﾝﾄﾞ型�
配管(直管)�
溶接欠陥


選択腐蝕�
無�
一時漏洩停止or


圧抜き設置要�
要�
�
2�
塗布硬化型�
配管(直管/ｴﾙﾎﾞ)


屋根/平板(低圧)�
腐蝕


減肉         溶接欠陥�
無


�
一時漏洩停止or


圧抜き設置要�
�
�
3�
ﾊﾟﾃ充填型�
配管(直管/ｴﾙﾎﾞ)


屋根/平板(低圧)�
腐蝕


減肉         溶接欠陥�
無





�
一時漏洩停止or


圧抜き設置要�
�
�
4�
巻き硬化型�
配管(直管/ｴﾙﾎﾞ)


�
腐蝕


減肉         溶接欠陥�
無�
一時漏洩停止or


圧抜き設置要�
�
�
5�
充填流動型�
配管(直管/ｴﾙﾎﾞ)


ﾌﾗﾝｼﾞ/ﾊﾞﾙﾌﾞﾎﾞﾝﾈｯﾄ


ﾊﾞﾙﾌﾞｸﾞﾗﾝﾄﾞ�
腐蝕


減肉         溶接欠陥漏れ�
無�
一時漏洩停止or


圧抜き設置要�
要�
�
6�
充填硬化型�
配管(直管/ｴﾙﾎﾞ)


ﾌﾗﾝｼﾞ/ﾊﾞﾙﾌﾞﾎﾞﾝﾈｯﾄ


ﾊﾞﾙﾌﾞｸﾞﾗﾝﾄ�
腐蝕


減肉         溶接欠陥漏れ�
無�
一時漏洩停止or


圧抜き設置要�
要�
�
7�
BOX  IN�
配管(直管/ｴﾙﾎﾞ)


ﾌﾗﾝｼﾞ/ﾊﾞﾙﾌﾞﾎﾞﾝﾈｯﾄ


ﾊﾞﾙﾌﾞｸﾞﾗﾝﾄﾞ�
腐蝕


減肉         溶接欠陥漏れ�
有�
一時漏洩停止or


圧抜き設置要�
要�
�
�
�
配管(直管/ｴﾙﾎﾞ)


ﾌﾗﾝｼﾞ/ﾊﾞﾙﾌﾞﾎﾞﾝﾈｯﾄ


ﾊﾞﾙﾌﾞｸﾞﾗﾝﾄﾞ�
腐蝕


減肉         溶接欠陥割れ�
無�
一時漏洩停止or


圧抜き設置要�
要�
�
8�
ﾊﾟｯﾁ当て�
配管(直管/ｴﾙﾎﾞ)


ﾌﾗﾝｼﾞ/ﾊﾞﾙﾌﾞﾎﾞﾝﾈｯﾄ


�
腐蝕       溶接欠陥割れ�
有�
一時漏洩停止or


圧抜き設置要�
要�
�
9�
ｺｰｷﾝｸﾞ�
配管(溶接線等)�
割れ       溶接欠陥�
無�
�
要�
�
10�
押込み治具�
配管(直管/ｴﾙﾎﾞ)�
溶接欠陥ﾋﾟﾝﾎﾞｰﾙ�
無�
�
要�
�
11�
閉塞型�
配管(直管)－小口径


�
腐蝕       折れ


穿乳�
無�
�
�
�
12�
栓型�
配管(直管/ｴﾙﾎﾞ)�
穿乳�
無�
�
�
�
13�
ｽﾁｰﾑﾘﾝｸﾞ�
ﾌﾗﾝｼﾞ/ﾊﾞﾙﾌﾞﾎﾞﾝﾈｯﾄ


ﾊﾞﾙﾌﾞｸﾞﾗﾝﾄﾞ�
漏れ�
無�
�
�
�
14�
増し時め�
ﾌﾗﾝｼﾞ/ﾊﾞﾙﾌﾞﾎﾞﾝﾈｯﾄ


ﾊﾞﾙﾌﾞｸﾞﾗﾝﾄﾞ�
漏れ�
無�
�
�
�
15�
補助ｸﾞﾗﾝﾄﾞ�
ﾊﾞﾙﾌﾞｸﾞﾗﾝﾄﾞ�
漏れ�
有�
個別設計要�
�
�















